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〔概要〕
自動車の自動運転技術が進展し、部分的な要素技術は既に多くの市販車に実

装されています。また、地域の重要な公共交通であるバスへの自動運転技術実装
は、さまざまな交通問題解決（あるいは緩和）に向けて大いに期待されており、国
内各所で実験的な実証運行が取り組まれています。
豊田市でも令和5年度に、中心市街地玄関口バスの路線をトレースする形で、

自動運転バスの実証運行が実施されました。そこで実施したアンケート調査等の
結果を紹介しながら、自動運転バスへの期待と課題ついて、みなさんと考えてみ
たいと思います。
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地域公共交通における
課題と対応の変遷

 モータリゼーションを背景に都市構造は分散化
⇒ 住民の主たる生活交通だったバス利用者激減
⇒ 運賃値上げ＆赤字路線休廃止

 規制緩和で公共交通事業活性化を図るのだ！
⇒ 一部の貸切事業者が乗合事業に新規参入
⇒ 一方で、既存路線の休廃止・撤退が促進

 行政が交通政策・福祉政策として取組むしかない！
⇒ コミュニティバスの濫発

 地域みんなで計画的に取組もうよ！（国からご褒美あるよ）

⇒ 関係者の協議の場「地域公共交通会議」設置
⇒ 行政が地域公共交通に関する計画を策定

 地方行政の息切れと新たな課題
⇒ 超高齢社会、運行経費の高騰
⇒ バス運転手不足に加え、運送業の「2024年問題」
⇒ 高齢者ニーズに対応した「個別少量輸送」の必要性今ここ

2002年 道路運送法改正
• 乗合バス事業、タクシー事業の

規制緩和
• 地域公共交通会議設置を規定

2007年 「地域公共交通の活性化
及び再生に関する法律」施行
• 法定協議会設置を規定
• 計画策定・承認による事業への

補助制度創設
• 2014年、20年、23年と矢継ぎ早

に改正

自動運転バスの社会実装への期待



2

豊田市地域公共交通計画で示されている社会状況の変化

 社会状況の変化とその対応
 少子高齢化の進展、運行経費の増大（と運転手人材不足）、コロナ禍による利用者数

減少・生活様式の変化などへの対応が必要
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自動運転バスの社会実装により（将来）期待されること

 バス運転手不足による公共交通サービス低下を防止
 運行経費の削減
 電動車両の利用により、地球温暖化ガス排出削減に寄与
 人的エラーによる交通事故を削減

直接効果

波及効果

 公共交通サービスを充実させることで、高齢者等「交通弱者」な
ど地域住民のモビリティが向上

 個別少量輸送の自動運転化に対応した基盤整備を促進

実証運行の意義
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R5年度に豊田市で実施した
自動運転バス実証運行の概要

5

実施主体コンソーシアムの一員として ＴＴＲＩ が担当した調査等

【啓発チラシの作成】
 実験告知チラシとは別に、自動運転バスについて易しく解説する啓発（動機付け）

チラシを作成⇒小学生へのレクチャー、アンケート調査への同封等で配付
【自動運転バス利用者アンケート調査】
 目的：乗車体験による利用者の受容性変化を確認
⇒約７００票を車内で配付し３９８票回収（うちWeb回答１７６件）

【沿線住民アンケート調査】
 目的：沿線・近隣住民の認知・利用状況と受容性の変化確認
 エリアメール（配達地域指定郵便）にて、沿線4自治区の一部町丁目に配布
⇒約3,000票を配布し６０８票回収（うちWeb回答２３２件）

９８票回収（うちWeb回答１７６件）
【中心市街地玄関口バス利用者アンケート調査】
 目的：沿線に来訪するが「利用しない人」の意見収集
 豊田市駅バス停で調査員が配付し、車内回収箱で回収
⇒12月8日(金)～12日(火)に１３１票配付し５２票回収

※ 配付時間内の同バス停からの玄関口バス乗車人数は203人
【小学生体験乗車会（オープニングイベント）の対応】
 小学生への自動運転技術・背景にある課題のレクチャーと試乗による意識変化
⇒レクチャー、試乗後に「楽しい気持ち」「不安な気持ち」の変化を確認
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 実証実験期間29日間、348便の合計乗車人
数は1,832人 （当初の目標は1,000人）

 起終点バス停での乗降が多数
 大型商業施設のある「広路町」での乗降も多

数見られる。
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20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70〜74歳75歳以上
17 42 59 53 65 63 42 56

4.3% 10.6% 14.9% 13.4% 16.4% 15.9% 10.6% 14.1%

問.1 年齢について

男性 ⼥性 回答しない
188 205 4

47.4% 51.6% 1.0%

問.1 性別について

どんな人が自動運転バスに乗ったのか （利用者アンケート調査より）

 50歳代、60歳代がやや多いが、すべての年齢層が同程度アンケートに回答
 性別では女性がやや多い

9

どんな人が自動運転バスに乗ったのか （利用者アンケート調査より）

 居住地は、約８割が豊田市内
 自動運転バスへの乗車を目的としていた人と、来訪したついでに乗車した人が

それぞれ４割程度だが、日常的な玄関口バス利用者も２割弱存在

問.3 ⾃動運転バスの利⽤⽬的
普段からこの路線（中
⼼市街地⽞関⼝バス）
を利⽤しており、⾃動
運転バスに乗⾞した

66 17.1%

⾃動運転バスの試乗体
験をすることが⽬的で
来訪し、乗⾞した

158 40.9%

このバス路線の周辺に
⽤事があり、来訪した
ついでに乗⾞してみた

162 42.0%

豊⽥市内 豊⽥市外
316 82

79.4% 20.6%

問.1 住まいについて
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乗車体験により受容性は向上したのか （利用者アンケート調査より）

⾼くなった やや⾼くなった 変わらない やや低くなった 低くなった
179 142 51 4 4
47.1% 37.4% 13.4% 1.1% 1.1%

良くなった やや良くなった 変わらない やや悪くなった 悪くなった
157 102 110 9 3
41.2% 26.8% 28.9% 2.4% 0.8%

問.5 ⾃動運転バスの安全性に対する印象について

問.5 ⾃動運転バスの導⼊への期待感について

まだ不安は残るものの、実
際の先進技術に触れ、社会
実装への期待が高まったか

 約６８％の人が、安全性
に対する印象向上

 約８５％の人が、自動運
転バス導入への期待感
が高まった

11

小学生（元城小学校5年生47名）乗車体験会でのレクチャー
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小学生（元城小学校5年生47名）乗車体験会での意識変化

 試乗前から「心配だ」より「楽しい」の得点
が高い

 試乗により「心配だ」は減少し「楽しい」が
増加（平均値上がりバラツキ減少）
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乗⾞体験による気持ちの変化（⼩学⽣試乗会）

「⼼配だ」と思う気持ち

「楽しい」と思う気持ち

【乗車体験前の点数】

【
乗
車
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験
後
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点
数
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（平均：5.4 → 2.6 ／標準偏差：3.2 → 2.3 ）

（平均：7.3 → 9.1 ／標準偏差：2.5 → 1.8 ）
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沿線の地域住民は乗ってみたのか （住民アンケート調査より）

 自動運転バスに乗った回答者は4.8%（29人）で、やや少ない状況
 乗車していない理由は「知らなかった」「バスで出かける目的無し」が多数

した してない
29 572

4.8% 95.2%

問.2 ⾃動運転バスの乗⾞有無について

14.5%

3.5%

0.0%

1.4%

5.7%

47.9%

3.1%

53.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実証運行していることを知らなかったから 自動運転バスに興味がないから

自動運転バスを使って出かける目的がないから 自動運転バスの安全性に不安があるから

自動運転バスは混んでいると思ったから 自動運転バスは乗り心地が悪そうだから

自動運転バスは異常時の現場対応に不安があるから その他

問.2 ⾃動運転バスに乗⾞していない理由について（複数選択可）

実証運⾏していることを知らなかったから 274 53.8%

⾃動運転バスに興味がないから 16 3.1%

⾃動運転バスを使って出かける⽬的がないから 244 47.9%

⾃動運転バスは混んでいると思ったから 7 1.4%

⾃動運転バスの安全性に不安があるから 29 5.7%

⾃動運転バスは乗り⼼地が悪そうだから 0 0.0%

⾃動運転バスは異常時の現場対応に不安があるから 18 3.5%

その他 74 14.5%

回答者数 509 ー
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沿線の地域住民はどう感じたのか （住民アンケート調査より）

 自動運転バスの近くを歩いた時の不安感は、７割以上の人が「普通の路線バス
と変わらない」と回答（普通のバスより不安を感じた人は約２３％）

 実際に歩いたことがある人の不安感は「普通の路線バスと変わらない」という回
答が多くなる（未経験者は不安感が強い）

問.3 普通の路線バスと⽐べて危険や不安を感じたか（バスの近くを歩いたことがある⼈）

不安に感じ
た

少し不安に
感じた 変わらない 安⼼に感じ

た

9 22 99 5

6.7% 16.3% 73.3% 3.7%

不安に思
う

少し不安
に思う

変わらな
い

安⼼に思
う

分からな
い

35 146 101 20 106

8.6% 35.8% 24.8% 4.9% 26.0%

問.3 普通の路線バスと⽐べて危険や不安だと思うか（バスの近くを歩いたことがない⼈）
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沿線の地域住民はどう感じたのか （住民アンケート調査より）

 自動運転バスの近くを歩いた時の不安感は、７割以上の人が「普通の路線バス
と変わらない」と回答（普通のバスより不安を感じた人は約２８％）

 実際に運転したことがある人の不安感は「普通の路線バスと変わらない」という
回答が多くなる（未経験者は不安感が強い）

不安に感じ
た

少し不安に
感じた 変わらない 安⼼に感じ

た

3 13 40 1

5.3% 22.8% 70.2% 1.8%

問.4 普通の路線バスと⽐べて危険や不安を感じたか（バスの近くを運転したことがある⼈）

問.4 普通の路線バスと⽐べて危険や不安だと思うか（バスの近くを運転したことがない⼈）

不安に思
う

少し不安
に思う

変わらな
い

安⼼に思
う

分からな
い

41 165 120 24 116

8.8% 35.4% 25.8% 5.2% 24.9%
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60.9%

48.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

交通事故の減少 ドライバー不足の解消

沿線施設等の経済活性化 観光需要の喚起

外出促進による健康増進・医療費削減 自家用車利用減による渋滞緩和

地域住民の交流機会創出 地域の魅力向上

その他
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交通事故の減少 186 48.8%
ドライバー不⾜の解消 232 60.9%

沿線施設等の経済活性化 170 44.6%
観光需要の喚起 79 20.7%

外出促進による健康増進・医療費削減 52 13.6%
⾃家⽤⾞利⽤減による渋滞緩和 109 28.6%

地域住⺠の交流機会創出 82 21.5%
地域の魅⼒向上 86 22.6%

その他 67 17.6%
回答者数 381 ー

5.0%

20.9%

8.1%

35.1%

19.8%

12.0%

24.2%

70.0%

47.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

交通事故の減少 ドライバー不足の解消

沿線施設等の経済活性化 観光需要の喚起

外出促進による健康増進・医療費削減 自家用車利用減による渋滞緩和

地域住民の交流機会創出 地域の魅力向上

その他

交通事故の減少 245 47.5%
ドライバー不⾜の解消 361 70.0%

沿線施設等の経済活性化 125 24.2%
観光需要の喚起 62 12.0%

外出促進による健康増進・医療費削減 102 19.8%
⾃家⽤⾞利⽤減による渋滞緩和 181 35.1%

地域住⺠の交流機会創出 42 8.1%
地域の魅⼒向上 108 20.9%

その他 26 5.0%
回答者数 516 ー

利用者アンケート調査

住民アンケート調査

自動運転バスの波及効果への期待と希望
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自由記述意見等から読み取る課題

 バスの車内で人が倒れたときなど、緊急時にどのように対応するのか？
 交通事故が発生したときの負傷者救護はどうするのか？
 車内の犯罪や乗車マナーの低下が心配。
 車椅子利用者は乗れないのか？（現在は、乗務員による車内固定が必須）
 周囲のクルマが自動運転ではない中で、本当に安全なのか、不安。一般車のドラ

イバーのマナー向上（強引な交差点進入など）も重要。
 信号の情報や交差道路からの車両の存在を読み取っていることが安心できたが、

実際に普及させるためには施設整備に莫大な費用がかかるのではないか。
 豊田にはトヨタ（など日本メーカー）の自動運転バスが走ることを期待している。
 山村地域への導入に期待する。
 目新しい技術を実験する前に、他に優先してやるべきこと（バス路線・サービスの

充実など）があるのでは？

 自動運転バスの社会実装により、「何が変わる」ことに期待しますか？
 どこに、どんな形で導入することで、より効果を発揮できるのでしょうか？

討議の足掛かりとして
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どこで、どんな公共交通手段として自動運転が実装されるべき？

 豊田市地域公共交通計画で示されている交通手段の位置づけ
 「基幹交通（鉄道・基幹バス）」により全市・広域の交通網を形成し、生活圏内を面的に

「生活交通（タクシー活用、住民共助など）」でサービス


